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今日のテーマ

•言葉を「数値化」する

•見える化する

•わかりやすく示す



（復習）データの種類（p.202）

データの種類 尺度 意味 単位 例

質的データ
（定性的）

名義尺度 区別しかできない ない 職業区分、電話番号

順序尺度 大小比較ができる ない 優良可の区分、震度

量的データ
（定量的）

間隔尺度 差が意味を持つ ある 気温、偏差値

比率尺度 比が意味を持つ ある 長さ、重さ

ここに
注目！



情報分析（p.194）

☆データに対し、適切な分析方法を理解する

「定量（量的）」と「定性（質的）」

• 数値化されたもの（定量的なデータ）

–集計してグラフ化

–統計処理

• 数値化されていないもの（定性的なデータ）

–関係性や因果関係、順序などを図解

–同じような内容ごとや程度にまとめて数値化

–テキストマイニングなどで数値化、分析

今回の
テーマ



定性的なデータを「見える化」する（教．資料３、４）

• 関係をあらわす（授業で扱ったり紹介したりしましたね）

– イメージマップ（キーワードマッピング）、マインドマップ

– ロジックツリー、特性要因図（フィッシュボーン）、IE図

• 関係性や流れを示すための図

– ベン図、プロセスチャート、循環図、ピラミッド図、ツリー図 など

• プロセスを表す

– ガントチャート、PERT図

• 相対的な特性を表す

– 座標軸、マトリックス図



図解の例（１）

• ロジックツリー



図解の例（２）
・ Fish Bone図（特性要因図）



図解の例（３）
・連関図法



理想

現実

具体的な現実

具体的な理想

いい点取りたい

テストの点が悪い

数学Ⅰで８０点

数学Ⅰが４０点

方法・知識・技能
人的要因
精神的・肉体的 時間的な要因 物・お金の問題 場所・環境的要因

基礎学力がない

勉強方法が悪い

中学校の内容が不十分

教科書の例題がわからない

勉強方法がわからない

解けないといつまでも考えてしまう

わからなくてもそのまま

つい携帯をいじる

すぐあきらめる あまり集中力がないかも

勉強する時間帯が悪い

勉強時間が少ない

部活で帰ると８時

動画サイトを見てしまう

すぐ眠くなる

問題集が家にない

兄弟がテレビを見て
いて集中できない

基礎学力を磨く

勉強方法の見直し

中学校の内容から復習

教科書の例題を確実にする

友達に方法を聞いてみる

１０分経ってわからないものは飛ばす

中学校の問題集を購入

ノートに写してわからない所は質問する

ま、いいか、と思ってしまう

目の前に携帯がある

同じ問題を何度も繰り返す

携帯をいじらない

精神力を磨く 勉強前に１分瞑想

勉強中は親に預ける

成功したら自分へのご褒美を

勉強する時間帯を工夫
勉強時間を増やす

帰ったらすぐやる
１日３時間

家用の基本問題
集を買う

帰りに自習室を利用



定性的なデータを数値化する（１）

• 評価軸（賛成・中立・反対など）を設定し，自由記述の内容を
それに当てはめる

例）アンケート調査の結果から，立場を見極める

・とても興味があり，楽しみです。
→ 賛成

・できればやりたくないと思っています。
→ 反対

・アイデアがないので、委員さんにお任せします。
→ 中立



定性的なデータを数値化する（２）

• テキストマイニング

–大量の文字（＝テキスト）情報を定量（数値）化，分析するための
手法

• アンケート調査

• TwitterなどのSNS

–企業や大学などで広く活用されている

• マーケティング（売れ筋の商品の分析など）

• アンケート結果からの心理的な分析など

• アンケート結果を一目で見るための手法として



（例）利用するデータ

• 表計算ソフトで扱えるデータ（.xlsxや.csv）を利
用することが多い



ワードクラウド



単語の出現頻度



単語どうしの係り受けなど



「コンピュータ」と「人間」の役割

コンピュータ 人間

興味関心を持ったり、面白
い、と感じている人がとて
も多いようだ。
この内容は意味があるに
違いない！

データ処理 解釈

データ提供



演習

• 実際にワードクラウドを作り、解釈をしてみよう！
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